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（テーマ 1）教育委員会における組織的な省エネルギーの推進方策 

〇連携の現状 

1. 組織体制 

 文京区役所環境対策推進本部は本部長を区長、副本部長を副区長と教育長とし、本部員は

区長部局の部長と教育推進部長をメンバーとしている。 

地球温暖化対策部会は部会長を資源環境部長、副部会長を環境政策課長・保全技術課長・

教育総務課長とし、部会員は区長部局の課長と教育推進部学務課長をメンバーとしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 取組状況 

・学校の副校長や用務員等に対して地球温暖化対策の研修を実施した。（29 年度は 1回） 

・学校園長会（幼稚園、小中学校）において、エネルギー使用量の現状を伝え、省エネの取

組みが必要なことを啓発した。 

・学校における省エネ診断を実施した。 

 目的：国や都の法令に基づく報告書において、教育部局の増加率が高いことから省エネ対

策が必要と判断した。エネルギー使用量の多い学校を対象として実施した。 

今後の活用： 水平展開できる対策については、他校へ周知する。効果的に周知するため

の方法を検討する必要がある。 
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3. 学校のエネルギー使用量や取組方針遵守の把握状況 

・エネルギー使用量の把握 

 地球温暖化対策管理システムで、各施設の担当者が毎月のエネルギー使用量を入力して

いる。その入力データを環境政策課で把握し、各施設のエネルギー使用量をグラフ化した資

料を作成して配布している（年 2回）。 

 

4. 教育委員会・学校との連携に際する課題 

・事務局を区長部局が担っていることから、当事者意識が低くなってしまう。 

・学校管理の実態に適した、情報提供や支援ができていない。 

 




